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説明内容
•漁獲統計に記載されている「むろあじ類」の漁獲量
からマルアジと「（その他）むろあじ類」に分ける。
（以後、（その他）むろあじ類を「むろあじ類」とする）

•マルアジとむろあじ類の資源量指標値を求める。

•新2系ルールによる算定漁獲量の計算

•資源評価結果の簡易版の説明
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問題点：魚種別漁獲量の推定

•漁獲統計資料では、「むろあじ類」の中にすべての
種が含まれている。

•最低でもマルアジの漁獲量は推定したい。

•大中型まき網はマルアジと(その他)むろあじ類の漁
獲量が報告されている。

•鹿児島県ではマルアジと(その他)むろあじ類の水揚
量が報告されている。

•大中型まき網と鹿児島県以外の県のマルアジ漁獲量
を推定したい。



マルアジ割合の推定方法



大中まき漁績によるマルアジ割合の推定①(Hino et al., in press)

●マルアジ・ムロアジ類の標準化CPUEを農林漁区別に算出
→マルアジ割合を、漁区別マルアジCPUE/(マルアジCPUE＋ムロアジ類CPUE)で推定

◆マルアジ漁区別CPUE ◆ムロアジ類漁区別CPUE ◆漁区別マルアジ割合

✔沿岸では薩南が2割、薩南以北は6割以上✔マルアジは陸棚以浅、ムロアジ類は黒潮域に分布



熊本 長崎 佐賀 福岡 山口 島根 鳥取

マルアジ割合 0.85 0.91 0.74 0.81 0.83 0.91 0.91

大中まき漁績によるマルアジ割合の推定② (Hino et al., in 

press)



8

ムロアジ類の漁獲量推定値

●増減を繰り返しながら3～25千トンで推移。2021年は3,862トン

●最近では、鹿児島(5割)＞大中まき(4割) ＞長崎＞熊本

●大中まきの占める割合は長期的に減少傾向(90年代は8割)

標準化

漁獲量=大中まき＋鹿児島・長崎・熊本

集計値 農林統計ムロアジ類漁獲量－大中まき－マルアジ漁獲量推定値
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狙い操業について

狙い操業を考慮したCPUEの再計算

むろあじ類・マルアジ以外の魚が多い時

むろあじ類は狙わずアジ・サバ・
イワシを漁獲する
わずかに漁獲されるむろあじ類の
漁獲を考慮してCPUEを計算すると
過小評価になる

むろあじ類・マルアジ以外の魚が少ない時

むろあじ以外の魚を狙わず、むろ
あじ類を狙って漁獲する。



狙い操業の考慮

Biseau（1998）の方法:
“漁獲物に占めるその種の割合”と”累積漁獲量“で判別

混獲の場合、
その種ばかり
獲れる操業は
滅多にない

狙いの場合、
その種の割合
が高い操業の
重要性が高い

全て
狙い対象に該当

◆大中まき

◆中・小型まき(長崎)

澤田(2019)

◆中・小型まき(鹿児島)



資源量指標値(大中まきと鹿児島中・小型まきの標準化CPUEの相乗平均)

0

1

2

3

1993 1997 2001 2005 2009 2013 2017 2021

規
格
化
し
た
値

資源密度指数

標準化CPUE（大中型まき網）

標準化CPUE（中・小型まき網）
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●大中まきと中・小型まきの標準化CPUEは、概ね同様の傾向で増減
大中まきは増減幅が大きく2009,2015,2020年に一時的に増加

●資源量指標値（〇）を従来の資源密度指数（▲）と比べると、概ね同様の傾向で増減
増減幅が抑えられ、 90年代後半を低めに、2017年以降を高めに推定
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資源量指数を規格化して表現
→80％を目標水準、
56％を限界水準

資源量指数のトレン
ド

資源量水準に応じて、漁
獲量を増減させる係数
（α）を決定

漁獲管理規則 漁獲量とABC

ABC
=過去5年平均漁獲量×α

改正漁業法下での2系ルール（新2系ルール）
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